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山形庄内地方の郷土料理
堀 佳菜子,河 野 篤子
Local Dishes of Shonai Area in Yamagata Prefecture
Kanako  Hori and Atsuko Kohno
A' survey was conducted among 136 inhabitants of Shonai area in Yamagata Prefecture who fix their 
daily meals to understand the actual situation of local dishes using questionnaire. The degree that a local 
dish is known and how they prepare the special meals for rites were assessed. The comparison among 
three classes of age (under 39, 40 to 49, and over 50) was carried out. In addition, several common features 
of dishes (e.g. Ingredients) were found between Shonai area and Kansai area. 
   The results are summarized as follows. 
1. There were differences among classes of age in a degree that some local dishes are known. But, there 
was no local dish that is not known by anyone. It was noticed that older person tends to use the seasonal 
ingredients and select the dishes whose recipe require more processes. 
2. Almost all families prepare New Year dishes. The propotions of families that prepare special meals were 
5.7% for New Year's Eve, 14.3% for Bon festival, and 14.3% for local festivals, respectively. For all special 
meals for rites, the propotion of families that don't prepare special meals was lowest in a class of age under 
39. 
3. Dried cod and dried herring are the ingredients that brought from Shounai area to Kansai area. In Kyoto, 
dried cod is simmered with potato and dried herring is simmered with egg plant or used as a topping for 
soba. In Shonai area, dried cod is used for miso-based pot dish with taro and dried herring is simmered 
with udo.
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1.は じ め に
 近年,食 品産業の発達により,コ ンビニエンスス
トア,ス ーパーマーケット,デ パー トの食品売 り場
な どで の惣 菜 の購入 や フ ァ ミ リー レス トラン,







状況を把握 し,あ わせて関西 との共通点を確認する
ことを 目的 とした。山形県は最上川流域に開けた地
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域で,出 羽三山と呼ばれる月山,羽 黒山,湯 殿山が
南北にはしり,最 上川上流,中 流域の最上,村 山,置
賜の3地 方 と下流域で平野部の庄内地方を区切って
いる。庄内地方の酒田は最上川河口にあ り,港 町 と
して栄え,北 前船の寄港地でもあった1)。北前船は江
戸中期から明治にかけて運行されたが,関 西と北海
道 の交易 は北 国航路に より中世 か ら発達 してい
た鋤。この経路は越前敦賀か若狭小浜 より陸路を と
り,琵 琶湖を経て京畿に至るものである。江戸時代
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表 1 対象者
人(%)
性別 年齢 出身地 居住年数 家族構成
女性:105 39歳以下 31 (29.5) 庄内 96 (91.4) 19年以下 10 ( 9.5) 2世代 20 (19.0) 
40~49歳 65 (61.9 最上 o ( 0) 20~29年 40 (38.1) 3世代 77 (73.3) 
50歳以上 9 ( 8.6) 村山 1 ( 1.0) 30~39年 47 (44.8) 4世代 8 ( 7.6) 
置賜 o ( 0) 40年以上 8 ( 8.0) 
東北 1 ( 1.0) 
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表 2 飯・めん・ももの認知度および現在の作成度
認知度 1) 年齢と 現在の 年齢と現在の
料理名 年齢区分 (人) (%) 認知度の
作成度 2) 作成度との
関連 (%) 関連
~39 歳 31 100.0 71.0 
変わりごはん 40 ~ 49歳 65 100.0 78.5 
50歳~ 9 100.0 100.0 
~39 歳 31 90.3 53.6 
ゆきわりご飯 40 ~ 49歳 65 93.8 60.7 
50歳~ 9 100.0 100.0 
~39 歳 31 93.5 55.2 
とろろ飯 40 ~ 49歳 65 95.4 62.9 
50歳~ 9 100.0 66.7 
~39 歳 31 80.6 68.0 
みそど 40 ~ 49歳 65 86.2 67.9 
50歳~ 9 100.0 55.6 
~39 歳 31 87.1 63.0 
弁慶めし 40 ~49 歳 65 93.8 54.1 
50歳~ 9 100.0 66.7 
~39 歳 31 100.0 25.8 
笹まき 40 ~ 49歳 65 100.0 33.8 ** 
50歳~ 9 100.0 88.9 
~39 歳 31 93.5 17.2 
うどんのあんかけ 40 ~ 49歳 65 100.0 26.2 
50歳~ 9 100.0 55.6 
~39 歳 31 35.5 36.4 
ふきとりもち 40 ~ 49歳 65 29.2 ** 63.2 
50歳~ 9 100.0 66.7 
~39 歳 31 77.4 25.0 
むきそば 40 ~ 49歳 65 96.9 ** 7.9 
50歳~ 9 100.0 22.2 
~39 歳 31 96.8 13.3 
なまそば 40 ~ 49歳 65 98.5 18.8 
50歳~ 9 100.0 44.4 
~39 歳 31 71.0 4.5 
かきもち 40 ~ 49歳 65 84.6 7.3 ** 
50歳~ 9 88.9 50.0 
~39 歳 31 22.6 0.0 
くだけもち 40 ~ 49歳 65 15.4 20.0 
50歳~ 9 44.4 50.0 
~39 歳 31 100.0 3.2 
くるみもち 40 ~ 49歳 65 98.5 0.0 ** 
50歳~ 9 100.0 22.2 
~39 歳 31 35.5 0.0 
凍みもち 40 ~ 49歳 65 46.2 * 3.3 
50歳~ 9 88.9 25.0 
~39 歳 31 83.9 0.0 
とちもち 40 ~ 49歳 65 100.0 ** 1.5 
50歳~ 9 100.0 0.0 
1) : (総数一名前を知らない人数)/総数x100 *キ:p<O.Ol， *: pく0.05























































理では 40歳以上では 100%であったが， 39歳以下
では 90.3%となった。盆では 50歳以上は 100%で




































す，しょうゆ寒天はそれぞれ37.5%， 36.2%， 24.8 % 
と20~ 30%程度の作成度である。 6割以上作成さ
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表3 副食の認知度および現在の作成度
認知度 1) 年齢と 現在の 年齢と現在の
料理名 年齢区分 (人) (%) 知名度の
作成度 2) 作成度との
関連 (%) 関連
~39 歳 31 93.5 79.3 
なすごんげん 40 ~ 49歳 65 98.5 84.4 
50歳~ 9 100.0 100.0 
~39 歳 31 87.1 48.1 
たらこの妙り煮 40 ~ 49歳 65 96.9 65.1 
50歳~ 9 88.9 62.5 
~39 歳 31 100.0 48.4 
ごま豆腐あんかけ 40 ~ 49歳 65 100.0 33.8 
50歳~ 9 100.0 66.7 
~39 歳 31 100.0 22.6 
しそ巻き 40 ~ 49歳 65 100.0 36.9 
50歳~ 9 100.0 66.7 
~39 歳 31 64.5 25.0 
子鮎妙り煮 40 ~ 49歳 65 86.2 * 35.7 
50歳~ 9 100.0 33.3 
~39 歳 31 61.3 36.8 
からとり五日煮 40 ~ 49歳 65 67.7 29.5 
50歳~ 9 77.8 71.4 
~39 歳 31 77.4 16.7 
しその実佃煮 40 ~ 49歳 65 92.3 20.0 ** 
50歳~ 9 100.0 66.7 
~39 歳 31 90.3 14.3 
ばんけ味噌 40 ~ 49歳 65 93.8 19.7 
50歳~ 9 100.0 44.4 
~39 歳 31 51.6 18.8 
子寄せ寒天 40 ~ 49歳 65 46.2 13.3 
50歳~ 9 66.7 50.0 
~39 歳 31 100.0 45.2 
ばたばた湯あげ 40 ~ 49歳 65 100.0 66.2 
50歳~ 9 100.0 77.8 
~39 歳 31 93.5 51.7 
もんぞくの酢の物 40 ~ 49歳 65 100.0 50.8 * 
50歳~ 9 100.0 100.0 
いかとあさっきの
~39 歳 31 77.4 50.0 
40 ~ 49歳 65 93.8 * 52.5 
酢味噌あえ
50歳~ 9 100.0 88.9 
~39 歳 31 93.5 37.9 
菊酢の物 40 ~ 49歳 65 100.0 52.3 * 
50歳~ 9 100.0 88.9 
~39 歳 31 100.0 29.0 
わらびたたき 40 ~ 49歳 65 100.0 35.4 ** 
50歳~ 9 100.0 100.0 
~39 歳 31 90.3 14.3 
えごの辛子酢味噌 40 ~49 歳 65 98.5 23.4 
50歳~ 9 100.0 44.4 
~39 歳 31 51.6 0.0 
いわしのぬたあえ 40 ~ 49歳 65 50.8 * 15.2 
50歳~ 9 100.0 33.3 
ム一一一ー l...一一一ー
1) : (総数一名前を知らない人数)/総数x100 **: p<0.01， *: p<0.05 
2) :現在料理を作っている人数/(総数一名前を知らない人数)x 100 
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表4 漬け物の認知度および現在の作成度
認知度 1) 年齢と認知度 現在の 年齢と現在の料理名 年齢区分 (人) (%) の関連
作成度 2) 作成度との
(%) 関連
~39 歳 31 64.5 16.7 
民固なす漬物 40 ~ 49歳 65 90.8 ** 24.6 
50歳~ 9 100.0 77.8 
~39 歳 31 77.4 25.0 
体菜漬け 40 ~ 49歳 65 93.8 * 42.4 ** 
50歳~ 9 100.0 66.7 
~39 歳 31 58.1 27.8 
たくあん入りからし 40 ~49 歳 65 81.5 * 28.3 
しそ巻き
50歳~ 9 88.9 62.5 
~39 歳 31 100.0 22.6 
赤かぶ漬け 40 ~ 49歳 65 100.0 18.5 
50歳~ 9 100.0 55.6 
1) : (総数一名前を知らない人数)/総数x100 **: p<O.01， *: p<0.05 























































料理名 年齢区分 (人) (%) の関連
作成度2) 作成度との
(%) 関連
~39 歳 31 100.0 83.9 
たけのこ汁 40 ~ 49歳 65 100.0 89.2 
50歳~ 9 100.0 100.0 
~39 歳 31 100.0 83.9 
孟宗汁 40 ~49 歳 65 100.0 89.2 
50歳~ 9 100.0 100.0 
~39 歳 31 100.0 71.0 
納豆、汁 40 ~49 歳 65 100.0 84.6 
50歳~ 9 100.0 88.9 
~39 歳 31 100.0 71.0 
どんがら汁 40 ~ 49歳 65 100.0 76.9 
50歳~ 9 100.0 88.9 
~39 歳 31 93.5 62.1 
いもこ汁 40 ~49 歳 65 98.5 81.3 
50歳~ 9 100.0 88.9 
~39 歳 31 45.2 64.3 
いぎすの味噌汁 40~49 歳 65 50.8 72.7 
50歳~ 9 88.9 87.5 
~39 歳 31 77.4 25.0 
かにたたき汁 40 ~49 歳 65 93.8 37.7 
50歳~ 9 100.0 55.6 
~39 歳 31 90.3 10.7 
塩くじら汁 40 ~ 49歳 65 92.3 38.3 * 
50歳~ 9 100.0 44.4 
~39 歳 31 45.2 28.6 
あおさの粕汁 40 ~ 49歳 65 40.0 42.3 
50歳~ 9 55.6 60.0 
~39 歳 31 25.8 25.0 
けのこ汁 40 ~ 49歳 65 10.8 * 28.6 
50歳~ 9 44.4 25.0 



































































(人) 作成者数 作成度(人) (%) 
31 28 90.3 
65 65 100.0 
9 9 100.0 
105 102 97.1 
31 22 71.0 
65 59 90.8 
9 9 100.0 
105 90 85.7 
31 23 74.2 
65 58 89.2 
9 9 100.0 
105 90 85.7 
31 29 93.5 
65 62 95.4 
9 8 88.9 






























~39 歳 31 27 87.1 
雑煮もち** 40~ 49歳 65 65 100.0 
50歳~ 9 6 66.7 
全体 105 98 93.3 
~39 歳 31 16 51.6 
ごんぼいり料 40 ~ 49歳 65 54 83.1 
50歳~ 9 7 77.8 
全体 105 77 73.3 
~39 歳 31 7 22.6 
串柿なます
40~ 49歳 65 13 20.0 
50歳~ 9 4 44.4 
全体 105 24 22.9 
~39 歳 31 18 58.1 
数の子豆
40 ~ 49歳 65 37 56.9 
50歳~ 9 5 55.6 
全体 105 60 57.1 
~39 歳 31 15 48.4 
黒豆煮
40 ~ 49歳 65 41 63.1 
50歳~ 9 5 55.6 
全体 105 61 58.1 
~39 歳 31 9 29.0 
見布巻き
40 ~ 49歳 65 1 16.9 
50歳~ 9 2 22.2 
全体 105 22 21.0 
~39 歳 31 1 35.5 
棒だら大根煮**
40 ~ 49歳 65 41 63.1 
50歳~ 9 8 88.9 
全体 105 60 57.1 
~39 歳 31 1 3.2 
けのこ汁
40 ~ 49歳 65 。 0.0 
50歳~ 9 。 0.0 
全体 105 1 1.0 
~39 歳 31 6 19.4 
かすべの煮付け
40 ~49 歳 65 9 13.8 
50歳~ 9 3 33.3 
全体 105 18 17.1 
~39 歳 31 。 0.0 
飯ずし
40 ~ 49歳 65 。 0.0 
50歳~ 9 。 0.0 





























~39 歳 31 19 61.3 
40 ~ 49歳 65 48 73.8 
50歳~ 9 8 88.9 
全体 105 75 71.4 
~39 歳 31 3 9.7 
40 ~49 歳 65 24 36.9 
50歳~ 9 4 44.4 
全体 105 31 29.5 
~39 歳 31 5 16.1 
40 ~ 49歳 65 21 32.3 
50歳~ 9 4 44.4 
全体 105 30 28.6 
~39 歳 31 10 32.3 
40 ~49 歳 65 31 47.7 
50歳~ 9 5 55.6 
全体 105 46 43.8 
~39 歳 31 15 48.4 
40 ~ 49歳 65 49 75.4 
50歳~ 9 8 88.9 
全体 105 72 68.6 
*: p<0.05 (年齢と料理聞の関連あり) (複数回答)
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表 9 祭り料理の作成度
料理名 年齢区分 (人) 作成者数 作成度(人) (%) 
~39 歳 31 2 6.5 
草もち
40~ 49歳 65 17 26.2 
50歳~ 9 3 33.3 
全体 105 22 21.0 
~39 歳 31 22 71.0 
赤飯
40~ 49歳 65 49 75.4 
50歳~ 9 8 88.9 
全体 105 79 75.2 
~39 歳 31 6 19.4 
竹の子料理*
40~49 歳 65 28 43.1 
50歳~ 9 5 55.6 
全体 105 39 37.1 
~39 歳 31 8 25.8 
うど料理**
40 ~49 歳 65 36 55.4 
50歳~ 9 8 88.9 
全体 105 52 49.5 
~39 歳 31 11 35.5 
孟宗竹の料理
40 ~ 49歳 65 36 55.4 
50歳~ 9 7 77.8 
全体 105 54 51.4 
~39 歳 31 4 12.9 
吸い物*
40 ~ 49歳 65 12 18.5 
50歳~ 9 6 66.7 
全体 105 22 21.0 
~39 歳 31 5 16.1 
しょうゆ卵寒天
40 ~ 49歳 65 17 26.2 
50歳~ 9 4 44.4 
全体 105 26 24.8 
~39 歳 31 7 22.6 
にらます*
40 ~ 49歳 65 25 38.5 
50歳~ 9 6 66.7 
全体 105 38 36.2 
~39 歳 31 1 3.2 
女イカ煮**
40 ~ 49歳 65 17 26.2 
50歳~ 9 6 66.7 
全体 105 24 22.9 






























































(人) 作成者数 作成度(人) (%) 
31 1 3.2 
65 4 6.2 
9 。 。
105 5 4.8 
31 14 45.2 
65 23 35.4 
9 1 11.1 
105 38 36.2 
31 11 35.5 
65 37 56.9 
9 4 44.4 
105 52 49.5 
31 7 22.6 
65 7 10.8 
9 1 11.1 
105 15 14.3 
31 24 77.4 
65 50 76.9 
9 7 77.8 
105 81 77.1 
31 20 64.5 
65 47 72.3 
9 7 77.8 
105 74 70.5 
31 12 38.7 
65 37 56.9 
9 5 55.6 
































2.年齢を39歳以下， 40 ~ 49歳， 50歳以上の3つ
のグループにわけ，料理の知名程度，作成状況を
調査した。知名度は年齢により差がみられる料理
はあったが，知らない料理はなかった。料理の作
成度では，若い世代では限られた料理しか作られ
ておらず，幅広く料理を作成しているのは50歳
以上であった。
3. 他の行事と比較すると正月料理が最もよく作ら
れていた。どの行事の料理も 40歳以下でも料理
は作っているが， 50歳以上に比較すると，減少
しつつある。
4. 交易によってもたらされた食材には棒だら，身欠
きにしんなどがあり，京都では芋棒，茄子とにし
んの煮もの，にしんそば，庄内地方ではいも子
汁， うどとにしんの煮物などに使われていた。
最後に，本調査にご協力いただいた八幡町立(現
酒田市)八幡中学校の関係者の皆様に感謝いたしま
す。
(平成19.9.3.受付)
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